
京丹波町総合計画審議会
（創生戦略有識者会議）

評価と意見

（令和４年度戦略事業）



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

基本目標１　地域経済支援によるしごとづくり
（ア）包括的創業支援の推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

20件 22件 24件 26件 28件 一部改善 1

34件 40件 44件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

20件 22件 24件 26件 28件 一部改善

34件 40件 44件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

18件 21件 24件 27件 30件 一部改善

26件 32件 36件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

1500人 2000人 3000人 4000人 5000人 一部改善 1

6167人 7520人 12984人

事業名 地域資源活用型企業（起業家）誘致事業 担当課 【商工観光課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 起業・ベンチャービジネス育成事業 担当課 【商工観光課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 新産業創出事業 担当課 【商工観光課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 地域商社ふるさと産品開発プロジェクト事業 担当課 【商工観光課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

ＫＰＩ
地域資源活用型起業数（地域資源活用型起業
家・ベンチャービジネス）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

企業訪問活動
金融機関への企業誘致ＰＲ
企業誘致ＰＲ資料制作
企業誘致ＰＲ
町の遊休施設を活用した食・農関連企業誘致
事業

ＫＰＩ
地域資源活用型起業数（地域資源活用型起業
家・ベンチャービジネス）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

起業セミナー
起業個別相談（伴走支援）
地域探究ゼミ（次世代の創業機運醸成）
ビジネスプランコンテスト（新規）

ＫＰＩ
地域資源活用型産業数（新製品・新サービ
ス）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

起業・新事業創出支援補助金
工場見学会
高校生インターンシップ
高校生キャリアアップ講座
新事業創出支援パッケージ
ビジネスプランコンテスト

ＫＰＩ （関係人口）ふるさと応援寄付金申込者数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
農商工連携マッチング、産学連携等による新
規の地場特産品開発・プロモーション

〇現状どおり
・事業効果を期待するには継続的な取り組みが必要。
・町の遊休施設の活用を更に推し進めいただきたい。
・地域資源型とあるが漠然としている。わが町に特化した企業のイメージがつかみにくい。
・当地で起業された方、また当地へ移住後起業された方の情報把握をきめ細かに実施し、利用可能な各種媒体を用いて
外向きのアピールを実施、それが新たな起業や移住起業を生み出す。
・遊休地（町有、民間所有）情報・資料が機動的に掲示提案できるようにしておく必要がある。
・民間活力（金融機関やシンクタンク等）を利用し具体的な行動に出るべき。
〇一部改善
・企業誘致により人材不足が加速されることについて考慮とケアする施策が必要となる。

〇現状どおり
・ビジネスプランコンテストの充実をしていただきたい。
・京丹波町での起業創業に興味を持っていただけるよう更にPRを強化していただきたい。
・当地で起業された方、また当地へ移住後起業された方の情報把握をきめ細かに実施し、利用可能な各種媒体を用いて
外向きのアピールを実施、それが新たな起業や移住起業を生み出す。

〇現状どおり
・高校生インターンシップとキャリアアップ講座について、全ての生徒の参加としたら良い経験になる。
・若者のアイデアを発掘していけるよう取り組んでいただきたい。
・高校生にインターンシップで体験してもらうことも重要だが、企業側への提案や意見も活用し高校生も参画すること
で意義が出る。
・当地で起業された方、また当地へ移住後起業された方の情報把握をきめ細かに実施し、利用可能な各種媒体を用いて
外向きのアピールを実施、それが新たな起業や移住起業を生み出す。

〇現状どおり
・地域商社と町内事業者との連携、協力をさらに推進されたい。
〇一部改善
・5年度の目標値100点で前年度と同じであるので頑張ってほしいが、売上目標も控えめで知名度アップやプロモー
ションアップを期待したい。
・ふるさと納税等の産品にもっと体験型のものを増やすべき。そうすることで、実際に当地を訪れ、当地の良さを肌で
感じてもらえることが可能となる。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

（イ）福祉サービス産業の活性化

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 4

5人 5人 5人 5人 5人 一部改善 2

27人 35人 集計中

（ウ）農林業の成長産業化

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

1 1 1 1 1 一部改善

0 2 0

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

5930㎏ 6226㎏ 6537㎏ 6863㎏ 7206㎏ 一部改善

5665㎏ 5700kg 5160kg

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

6% 9% 12% 15% 20% 一部改善 1

8.88% 9.01% 9.69%

事業名 福祉介護人材の確保対策事業 担当課 【福祉支援課】 福祉部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 京丹波町産木材活用促進事業 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 バイオテクノロジーを活用した地域産業活性化事業 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 ICTを活用したスマート農業導入支援事業 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

ＫＰＩ 福祉介護事業所の新規就業者数（累計）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善 1

細事業
福祉人材確保対策事業
介護福祉士育成修学資金貸付事業
地域自立生活支援事業

ＫＰＩ 京丹波町産木材使用住宅建築数（累計）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

ぬく森のイスプレゼント事業
林業機械購入助成事業
間伐材運搬対策事業
森林資源循環利用促進事業

ＫＰＩ 地元産酒米使用数量
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 バイオテクノロジーを活用した地域産業活性化事業

ＫＰＩ
農地集積率
（遊休農地の減少）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 ＩＣＴ，ロボット、ＡＩの技術実装の推進

〇現状どおり
・福祉人材確保対策事業と介護福祉士育成就学資金貸付事業については、資格取得に助成金を交付することは、若い方
には助けになり、励みになる。
・人材確保は最重要の取り組みだが、少子化の町では難しく、府・国と広範な取り組みが必要である。
〇一部改善
・地域自立生活支援事業については、コロナ前に相談員がデイサービスに来られ利用者と相談いたが、１５～２０名の
利用者に2人の相談員で対応しており、一人あたり数十分を掛け、利用者に寄り添い傾聴することができているのか疑
問。
・相談員の活動の見直しと再開の検討が必要。
・相談員の派遣について感染症予防を踏まえて必要であればできる活動を検討していただきたい。
・福祉人材確保対策事業は事業所からも助かると一定の評価を認めるが、訪問介護については依然人材不足の傾向にあ
る。ひだまり介護が実施する寺子屋とコラボし、町内の介護者増加に向け、住宅補助などもあればよいと考える。

〇現状どおり
・森林資源循環利用促進事業をさらに伸ばしていただきたい。

〇現状どおり
・今後は酒粕の利用方法（堆肥化など）考えられないか。
・かつては、漬物で利用されてきた酒粕が今は需要が減っているようであり、その活用方法も考える必要があり。

〇現状どおり
・機械の高騰は経営に影響を及ぼしており、補助率を高めることで導入しやすくし、普及を進めていただきたい。
〇一部改善
・スマート農業推進するために、事業費を増加していただきたい。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

6% 9% 12% 15% 20% 一部改善

8.88%

（エ）新規就農・就業者への総合的支援

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

12人 14人 14人 14人 14人 一部改善 1

13人 14人 14人

基本目標２　京丹波町へのひとの流れづくり
（ア）移住・定住のトータルサポート

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

19件 22件 26件 30件 34件 一部改善

0件 0件 0件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

10件 11件 11件 11件 11件 一部改善 1

10件 10件 10件

事業名 ICTを活用した有害鳥獣対策システム構築事業 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 農林業の担い手対策 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 住み続けるまちづくり事業 担当課 【企画情報課　和知支所】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 住みつなぐ空き家活用事業 担当課 【企画情報課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ
農地集積率
（遊休農地の減少）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 ＩＣＴの技術実装の推進

ＫＰＩ 新規就農者・林業就業者数（累計）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

新規就農育成事業
就農研修資金償還金助成事業
農業次世代人材投資事業
京丹波町農業経営体確保・育成事業

ＫＰＩ 助成制度活用による移住者数（累計）
実績

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善 2

細事業 分譲地購入助成

ＫＰＩ

【参考として当該指標を表示】子育て世帯の
移住数（助成制度活用による）

移住促進特別区域の認定数
助成制度活用による移住者数（累計）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
京丹波町空き家情報バンク
京丹波町移住促進事業

〇現状どおり
・和知地区（升谷区、市場区）のさる対策のＧＰＳ導入を進めていただきたい。

〇現状どおり
・学校給食についての取組み、有機栽培やオーガニック栽培なども今までの慣行栽培以外の取組を行う人に対する人へ
の補助が同様になっている。機械補助、施設補助に関しても、京丹波町であり得ない経営面積でないと補助してもらえ
ない。中山間地域では厳しい条件と考える。
・新規就農者が定着されやすいように、新規就農者向け農地の提供が必要ではないか。ただ単に休耕地を割り当てるの
ではなく、当該紹介地が初心者向けかどうかを良く吟味出来る仕組みが必要ではないか。
〇一部改善
・物価高の影響により機械の高騰があるため、補助率を上げることで農業者の負担を軽減していただきたい。

〇抜本的改善
・空き家購入助成をしていただきたい。
・二世帯住宅への改築費の助成制度などに変えてはどうか。

〇現状どおり
・より移住が促進されるよう取り組みを強化していただきたい。
・リフォーム費用の補てんなども検討していただきたい。
・空き家バンクのHPが非常に見にくい。なかなか物件に辿りつけない。
〇一部改善
・移住に係る事業費をさらに増額していただきたい。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

2件 2件 2件 2件 2件 一部改善

0件 0件 0件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

19件 20件 20件 20件 20件 一部改善 3

21件 24件 24件

（イ）食実幸健　食の郷●京丹波の推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

1000人 1500人 2000人 3000人 4400人 一部改善 1

6167件 7520件 12984件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

240人 280人 320人 360人 400人 一部改善 1

3104人 200人 200人

事業名 お試し居住による段階的移住の促進 担当課 【企画情報課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 定住化促進に向けた地域の受入体制構築 担当課 【企画情報課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 フードツーリズム推進プロジェクト事業 担当課 【商工観光課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名  新たな魅力づくりプロジェクト事業 担当課 【商工観光課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ お試し住宅の整備
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
質美移住体験住宅の活用推進
お試し住宅の整備及び運用

ＫＰＩ 田舎ぐらしナビゲーターの配置
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

地域提案書や集落の教科書等の地域案内資料
作成
京の田舎ぐらしナビゲーターの設置及び情報
共有の仕組みづくり

ＫＰＩ

【代表】関係人口（ふるさと納税）

ご当地メニュー開発数（累計）
農園利用区画数

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善 1

細事業

食の観光PR
観光PR
活動観光シンポジウム
ロケ弁プロジェクト
味夢の里隣接ホテルとの連携
光秀公ゆかりの地PR

ＫＰＩ
【代表】観光ファンクラブ会員数

関係人口（農園等利用者数）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
【代表】観光ファンクラブ会員数
関係人口（農園等利用者数）

〇現状どおり
・若者のニーズ対応した整備をしていただきたい。
・お試し住宅は通信環境の行き届いた場所で整備していただきたい。

〇現状どおり
・移住後の方々の意見等を集約し、実情を踏まえて事業推進をしていただきたい。
〇一部改善
・交通の利便性の向上も考慮した移住の提案をしていただきたい。
・空き家バンクの物件で賃貸で入居し定住できるか否か、購入入居されても集落でいじめらしい？あったりと噂を聞
く。受け入れは地域集落も貸し主さんも含め、きちんとスキームを作っていただきたい。
・田舎暮らしナビゲーターが適任の方か疑問。どのように選任されているのか。地元との情報共有も大切と考える。

〇現状どおり
・京丹波マルシェ以外のイベント開催を増やすこと。
・商工観光課と観光協会との強力的に連携アップすること。
・観光コンテンツの発掘を続けること。
・マリオットを活用する観光ツアーの設計をどんどん打ち出して欲しい。
〇一部改善
・イベント時の参加人数だけで評価するのではなく、日常的に京丹波町民も興味を示し楽しめ、町民が自然と参加した
くなるような内容で宣伝したくなる「食」のプランを考え、町・町民・協会・店が連携して継続していただきたい。
〇抜本的改善
・細事業の多くがフードツーリズムに直接的な関係にないため、地域の特色ある食材・食文化を深く探求していけるよ
うな学習的ツーリズムは如何か。

〇現状どおり
・レンタサイクルの稼働率を上げる取り組みを考えること。
・積極的な営業活動とSNS活用、ロケ後のマーケティングまで含めた取り組みにしないといけない。
〇一部改善
・ロケの回数が多くても町民に還元されていると思えず、ロケを生かした事業やそれに関連する取り組みを生み出し、
町民も楽しみを共有でき発信できるよう努めてほしい。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

（ウ）地元学生定着促進プランの推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

18人 18人 19人 19人 20人 一部改善 2

5人 3人 3人

（エ）スポーツ観光等の推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

68人 70人 70人 72人 72人 一部改善 2

27人 28人 50人

事業名 地元学生定着促進事業（公共施設利活用、空き家対策と連携） 担当課 【企画情報課、教育委員会】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 京丹波町ホストタウン構想推進事業 担当課 【社会教育課】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ 地元学生の町内雇用・定住数（累計）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
京丹波町塾
スポーツ塾

ＫＰＩ スポーツ観光の受け入れ数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
ホストタウン構想
地域おこし協力隊設置事業
海洋センター事業

〇一部改善
・京丹波町塾は瑞穂中学校のみのため、全中学校の開催としていただきたい。スポーツ塾については、全てのこども園
でホッケー教室をしていただきたい。
・これまでの事業に加えて、小中高校へ町民大学の内容のような取り組みや京丹波町内で活躍されていらっしゃる専門
家を講師として実施されては如何か。

〇一部改善
・海洋センター事業は、魅力的なチラシであったが、土日はスポーツ少年団に入る子供は参加しにくいため、祝日スケ
ジュールに開催していただきたい。
・きっかけ作りだけでなく、継続して楽しめるように協会や学校のクラブ活動と連携して実施する必要がある。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

基本目標３　地域総がかりで育む子育てからひとづくり
（ア）総合的な少子化対策の推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

90% 90% 95% 100% 100% 一部改善 1

97.50% 98.30% 97.40%

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

40人 40人 40人 40人 40人 一部改善 3

0人 0人 0人

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

11人 15人 20人 22人 25人 一部改善 1

8人 8人 8人

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

120人 120人 120人 120人 120人 一部改善 1

118人 129人 120人

事業名 産前・産後サポート事業 担当課 【健康推進課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 出会いサポート事業 担当課 【企画情報課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 地域子育て支援センター事業 担当課 【子育て支援課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 学童保育事業の充実 担当課 【学校教育課】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

ＫＰＩ 育児について相談する人がいる保護者の割合
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

妊娠届出時の面談
マタニティ・産後ヨガ教室
ベビーマッサージ教室
妊婦・乳幼児相談
新生児継続訪問
産後ケア事業

ＫＰＩ 出会いサポート事業利用者数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善 2

細事業 出会いサポート事業

ＫＰＩ 子育て支援者数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
子育て支援センター事業（ひろば型・拠点
型）

ＫＰＩ 学童保育の利用者数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 学童保育事業

〇現状どおり
・妊婦・乳幼児のケアは大切であり、産前産後の妊婦と乳幼児にとって切れ目のない支援を継続しており、充分な体制
がとられている。

〇一部改善
・事業実施方法を工夫し継続していただきたい。
・移住定住が目的なのか？明確なものが見えない。場の提供だけ？
・ふるさと納税等の産品に体験型を増やし、対応スタッフ側に対象となるような方に参加頂き、体験を通じて出会いに
繋がるような仕組み作りが必要。
〇抜本的改善
・旧態依然の事業実施方法ではなく、SNS活用等の今の時代に適応した方式を採用していただきたい。
・費用対効果に疑問を抱かせる内容である。

〇現状どおり
・子育て環境整備により、他の町からの移住者も呼び寄せる効果もある。
・支援センターは開放日以外にも充実した行事などもされており、親子で楽しめる場所となっている。
・今後も少ない京丹波町の子ども達や親御さんのニーズに合った支援を続けていただきたい。
〇一部改善
・内容は納得できるが、事業費が過大である。

〇現状どおり
・支援員さんの確保が難しい時間帯である学童保育について、今後も人員増に期待しており、良い環境の中での事業を
継続していただきたい。
〇一部改善
・夏休みの8時開所は良いが、のびのび1組は児童数が多く、支援員の業務量が多く大変ではないか。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

（イ）多様な教育機会の充実

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

１回 １回 １回 １回 １回 一部改善

１回 １回 １回

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 3

17% 20% 35% 35% 35% 一部改善 2

0% 0% 0%

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

３校 ３校 ３校 ３校 ３校 一部改善 2

５校 5校 4校

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

316世帯 317世帯 318世帯 319世帯 320世帯 一部改善 2

290世帯 280世帯 270世帯

事業名 「笑がおで食育」推進事業 担当課 【健康推進課、学校教育課】 総務文教/福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 ライフデザイン教育推進事業 担当課 【子育て支援課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 明日を拓く教育推進事業 担当課 【学校教育課】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 京丹波町塾（再掲）連携 担当課 【企画情報課 教育委員会】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ 食育推進連絡会の実施
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

学校給食事業
食育推進連絡会
養護教諭との連携
学校給食事業
食育推進事業

ＫＰＩ ライフデザイン教育推進事業参加
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
ライフデザイン教育
（コロナ禍のため事業実施）

ＫＰＩ 学校支援地域本部事業の実施校数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 地域学校協働本部事業

ＫＰＩ 子育て世帯数（就学前）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 京丹波町塾

〇現状どおり
・京丹波の食材を使用した献立の日や給食の食材・メニューにちなんだ絵本を読むなど工夫されていてよい取り組みで
ある。
・京丹波町の食材を生かした給食メニューを今後とも継続していただきたい。

〇現状どおり
・特別授業として年間を通して取り組んでいただきたい。
〇一部改善
・多感な時期に赤ちゃんに触れ「命」の尊さを感じることは素晴らしいこと。対象者の記載はなく、令和5年度目標8
人とあるが、対象学年の全員参加の取り組みとして如何か。
・体験談を聞くことはビデオやリモートでも可能であるため、実施できる形式を検討していただきたい。

〇現状どおり
・地域に開かれた学校、地域で子どもたちを育て守っていくという取り組みは今後もより活動を活発に行っていただき
たい。しかし、地域コーディネーターさんについては、常に同じ方に負担がかからないように配慮していただきたい。
〇一部改善
・会議は開催方法について、ZOOMも検討しては如何か。

〇一部改善
・京丹波町塾は瑞穂中学校のみのため、全中学校の開催としていただきたい。スポーツ塾については、全てのこども園
でホッケー教室をしていただきたい。
・これまでの事業に加えて、小中高校へ町民大学の内容のような取り組みや京丹波町内で活躍されていらっしゃる専門
家を講師として実施されては如何か。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 3

316世帯 317世帯 318世帯 319世帯 320世帯 一部改善 4

290世帯 280世帯 261世帯

（ウ）子ども・子育て支援の充実

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 4

316世帯 317世帯 318世帯 319世帯 320世帯 一部改善

290世帯 280世帯 261世帯

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

316世帯 317世帯 318世帯 319世帯 320世帯 一部改善

290世帯 280世帯 261世帯

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 4

170人 170人 170人 170人 170人 一部改善 1

169人 161人 159人

事業名 木育スタートアップ事業 担当課 【学校教育課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 多子軽減負担（第３子保育料等無償化） 担当課 【子育て支援課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 子育て応援助成金 担当課 【子育て支援課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 高校生等医療費助成 担当課 【住民課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ 子育て世帯数（就学前）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
木育のスタートアップ（木にふれる・木と遊
ぶ・木に学ぶ）

ＫＰＩ 子育て世帯数（就学前）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 第３子無償化事業

ＫＰＩ 子育て世帯数（就学前）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 子育て応援助成金

ＫＰＩ 高校生等医療費受給者数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 高校生等医療費助成事業

〇現状どおり
・親子で木のぬくもりを感じることはとても大切であるため、継続していただきたい。
〇一部改善
・対象者を子どもに限定せず、大人も楽しめる「木とのふれあい」の場があればよい。
・費用対効果は如何に。
・未就学児だけでなく日常的に京丹波町産の「木」と接する「木」を使用するような京丹波町独自の「木育」のスター
トするきっかけの事業を実施ていただきたい。
・自然環境問題に対応した教育を推進するのであれば、現取り組みと合わせ、小学生や中学生を対象とした事業も追加
するべではないか。

〇現状どおり
・移住定住にも繋げていただきたい。

〇一部改善
・教育費、交通費等の出費が嵩む高校生の居る家庭にとって必要な事業だが、1ヶ月の自己負担の上限は200円のまま
でよいのではないか。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 3

10百万 12百万 14百万 14百万 14百万 一部改善

40百万 40百万 41百万

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

316世帯 317世帯 318世帯 319世帯 320世帯 一部改善

290世帯 280世帯 261世帯

基本目標３　地域総がかりで育む子育てからひとづくり
（ア）地域と地域を結ぶネットワーク形成

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

3408 3500 一部改善 1

3408 3417 -

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

0本 0本 0本 0本 2本 一部改善 3

0本 0本 3本

事業名 子育て基金の創設（ふるさと納税との連携） 担当課 【企画情報課】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 思春期サポート事業 担当課 【子育て支援課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 ケーブルテレビ伝送路の光化統一事業 担当課 【企画情報課】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 地域公共交通ネットワーク形成 担当課 【企画情報課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

ＫＰＩ 子育て基金積立額
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 ふるさと応援寄附金事業

ＫＰＩ 子育て世帯数（就学前）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 思春期サポート

ＫＰＩ インターネット接続サービス利用数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
インターネット接続サービス
自主放送番組の充実

ＫＰＩ 循環バスの運行本数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
現行路線バス利用向上事業
地域公共交通ネットワーク計画策定

〇現状どおり
・各事業者のSNS投稿は、返礼品を取り上げており、発信力が強化されている。
・とても良い事業であり、今後も人の集まる町外の方が訪れる施設へのポスターチラシ、SNSなどへの発信を継続して
いただきたい。

〇現状どおり
・成人期のひきこもり防止に繋がる重要な取り組みである。
・児童、生徒だけでなく、保護者にとっても相談できる機会や場所があることも大切である。

〇現状どおり
・テレビは見なくなりつつあるが、京丹波町ウィークリーは子どもや知人が出演するのが分かってる回は見ている状
況。
・自主放送番組の更なる充実をしていただきたい。
〇一部改善
・京丹波町ケーブルテレビが民営化し、どれだけの町民が自主放送番組を視聴しているのか。スマホやインターネット
が苦手な方への親切な内容であったり、視聴者のニーズに合った番組を求める。

〇現状どおり
・利便性の向上と利用促進に向けた取り組みをしていただきたい。
・交通空白地有償運送がこれからこの京丹波町でももっと必要になる。その資格支援も必要となる。
〇一部改善
・観光周遊バスより、車を運転できない老人や子供の利便性を優先した方がよい。
・循環バスは旅行者向けではなく、居住者向けに。また、料金は前期高齢者は通常料金、後期高齢者から無料はどう
か。
・現行路線バスに一度も乗車したことのない町民を対象とした乗車利用を促す取り組みを実施しては如何か。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

1600人 1650人 1700人 1750人 1800人 一部改善

541人 430人 1020人

（イ）健康づくり・地域包括ケアシステム構築の推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

76集落 77集落 78集落 79集落 80集落 一部改善

66集落 66集落 66集落

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 4

57% 58% 59% 60% 60% 一部改善 1

54% 46.10% 集計中

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

76集落 77集落 78集落 79集落 80集落 一部改善

66集落 66集落 66集落

事業名 買物支援ネットワーク形成 担当課 【企画情報課・福祉支援課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 医師等確保推進事業 担当課 【医療政策課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 健診事業 担当課 【健康推進課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 地域包括ケアシステム構築推進事業 担当課 【福祉支援課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ 買物支援サービス利用者数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
買物支援バス運行
商店組織による高齢者宅配サービス及び出張
販売（新規）

ＫＰＩ 介護予防事業の実施箇所数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
医師確保事業
医師確保奨学金等貸与事業

ＫＰＩ 特定健康診査受診率
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

総合健診（基本健診＋各種がん検診）
個別検診(子宮がん・乳がん・歯科健診
日曜健診
尿中塩分測定

ＫＰＩ 介護予防事業の実施箇所数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

地域介護予防活動支援事業
介護予防普及啓発事業
生活支援・介護予防サービスの基盤整備事業
認知症地域支援・ケア向上事業
認知症サポーター養成事業
家族介護支援事業
認知症初期集中支援推進事業

〇現状どおり
・買い物支援バスの運転手の確保が課題ではないか。

〇現状どおり
・医学部を目指す若者に利用していただきたい。
・最重要課題として捉え、現役の医師を含め移住していただき、住宅も町で建てるの如何か。

〇現状どおり
・受信しやすい環境づくりが出来ている。
・平日は受けにくい方もいるため、日曜検診は継続していただきたい。
〇一部改善
・現状2年1回の乳がん、子宮がん検診を毎年受けられるよう改善していただきたい。

〇現状どおり
・全ての項目に手厚い施策が実施されている。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

57% 58% 59% 60% 60% 一部改善

54% 46.10% 集計中

（ウ）多世代交流拠点整備の推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

4500千人 4600千人 4700千人 4800千人 4900千人 一部改善 1

2994千人 3414千人 3870千人

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

4500千人 4600千人 4700千人 4800千人 4900千人 一部改善 1

2994千人 3414千人 3870千人

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

4500千人 4600千人 4700千人 4800千人 4900千人 一部改善 1

2994千人 3414千人 3870千人

事業名 健康で長生きするぞ事業 担当課 【健康推進課】 福祉厚生部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 「道の駅」地域拠点機能強化事業（森の京都関連事業） 担当課 【商工観光j課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 畑川ダム周辺整備事業（森の京都関連事業） 担当課 【土木建築課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名  丹波自然運動公園周辺整備事業（森の京都関連事業） 担当課 【土木建築課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ 特定健康診査受診率
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 特定健診・特定保健指導事業

ＫＰＩ
京丹波町の交流人口を令和６年度に4,900千
人に拡大する。

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

京丹波町道の駅連絡協議会
食の京丹波活性化プロジェクト
道の駅連絡協議会による周遊パンフレットを
配架・周遊動画のPR強化

ＫＰＩ
京丹波町の交流人口を令和６年度に4,900千
人に拡大する。

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善 1

細事業 畑川ダム周辺整備事業

ＫＰＩ
京丹波町の交流人口を令和６年度に4,900千
人に拡大する。

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 町道蒲生野中央線道路改良事業

〇現状どおり
・現状を継続していただきたい。
・生活習慣病の早期予防のため保険等の充実をしていただきたい。

〇現状どおり
・味夢の里の利用客の町内施設への取り込みを推進していただきたい。
・道の駅連絡協議会だけでなく出荷者協議会の連絡協議会が必要と考える。これからの時代は作り手の意見のボトム
アップが直売所では必要。
〇一部改善
・4つの道の駅の特徴を伸ばす政策が必要である。

〇現状どおり
・アウトドアレジャー施設を推進していただきたい。
〇一部改善
・抽象的な概要であるため、具体案を提案していただきたい。
〇抜本的改善
・過去から検討中となっており、事業費もあることから、整備せず現状維持でよいのではないか。

〇現状どおり
・安全確保に努め、早期完成していただきたい。
〇一部改善
・9号線の福知山方面からの右折レーンも国交省に要望していただきたい。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

- 1戸 1戸 一部改善

- 3戸 2戸

（エ）安全な生活基盤整備

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

60件 60件 60件 60件 60件 一部改善 1

54件 40件 40件

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

10% 20% 30% 40% 50% 一部改善

30% 85% 88%

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

12戸 9戸 12戸 2戸 14戸 一部改善

0戸 0戸 ０戸

事業名  地域ふるさと再生事業 担当課 【土木建築課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

-

事業名 効果的な道路等維持管理事業 担当課 【土木建築課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名  橋梁維持修繕事業 担当課 【土木建築課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名 公営住宅維持修繕事業 担当課 【土木建築課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ 民宿の設置戸農家数（累計）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
駅再生プロジェクト
国定公園施設整備事業

ＫＰＩ 道路施設の修繕件数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
道路維持工事
交通安全施設整備工事
道路維持管理システム構築業務

ＫＰＩ 橋梁の修繕率
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
橋梁修繕工事
橋梁点検業務

ＫＰＩ 町営住宅の長寿命化に向けた改善戸数
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善 1

細事業 町営住宅改善工事

〇一部改善
・和知駅再生事業は終了し、国定公園施設整備事業はさらなる農家民宿の充実を期待。

〇一部改善
・橋の耐震化を早急にしていただきたい。

〇抜本的改善
・全ての項目で「０」がつくような事業をここに掲載する意味があるのか、せめて調査費を計上するなどしていただき
たい。



総合計画審議会（創生戦略有識者会議）の評価と意見等

（オ）「災害の少ないまち」での防災まちづくり

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 2

850人 850人 850人 850人 850人 一部改善 1

785人 768人 716人

（カ）持続可能な地域（ふるさと）づくりの推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

1人 1人 1人 1人 1人 一部改善

3人 4人 4人

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 6

19組 22組 26組 30組 34組 一部改善 1

0組 0組 0組

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 7

5930㎏ 6226㎏ 6537㎏ 6863㎏ 7206㎏ 一部改善

5665㎏ 5700kg 5160kg

事業名 地域防災力向上事業 担当課 【総務課】 総務文教部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 再生可能エネルギー推進事業 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

事業名  住み続けるまちづくり事業（再掲） 担当課 【和知支所】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

事業名 バイオテクノロジーを活用した地域産業活性化事業（再掲） 担当課 【農林振興課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

未達成

ＫＰＩ
【代表】消防団員数
自主防災組織数

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

消防団活動運営事業
公民館等集会所耐震化事業
原子力災害住民避難訓練
自主防災組織育成事業

ＫＰＩ
バイオマス関連施設就業者数（林業関係者含
む累計）

目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
森林資源のフル活用プロジェクト
食と農とエネルギーの循環利用プロジェクト

ＫＰＩ 助成制度活用による移住者数（累計）
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業 分譲地購入助成

ＫＰＩ 地元産酒米使用数量
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業
バイオテクノロジーを活用した地域産業活性
化事業

〇現状どおり
・今後も地域ごとの防災力を高めていけるような具体的な取り組みを実施し継続していただきたい。
〇一部改善
・乳幼児のいる家族では、消防団でも育休のようなものがあるべき、母親の負担が大きい。

〇現状どおり
・より移住が促進されるよう取り組みを強化していただきたい。
・リフォーム費用の補てんなども検討していただきたい。
・空き家バンクのHPが非常に見にくい。なかなか物件にただりつけない。
〇一部改善
・移住に係る事業費をさらに増額していただきたい。

〇現状どおり
・今後は酒粕の利用方法（堆肥化など）考えられないか。
・かつては、漬物で利用されてきた酒粕が今は需要が減っているようであり、その活用方法も考える必要があり。
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 現状どおり 5

19人 20人 20人 20人 20人 一部改善 3

21人 24人 24人

事業名 定住化促進に向けた地域の受入体制構築（再掲） 担当課 【企画情報課】 産建部会の評価 意見等

当年度のＫＰＩ達成状
況

達成

ＫＰＩ 田舎ぐらしナビゲーターの配置
目標

実績
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 抜本的改善

細事業

地域提案書や集落の教科書等の地域案内資料
作成
京の田舎ぐらしナビゲーターの設置及び情報
共有の仕組みづくり

〇現状どおり
・移住後の方々の意見等を集約し、実情を踏まえて事業推進をしていただきたい。
〇一部改善
・交通の利便性の向上も考慮した移住の提案をしていただきたい。
・空き家バンクの物件で賃貸で入居し定住できるか否か、購入入居されても集落でいじめらしい？あったりと噂を聞
く。受け入れは地域集落も貸し主さんも含め、きちんとスキームを作っていただきたい。
・田舎暮らしナビゲーターが適任の方か疑問。どのように選任されているのか。地元との情報共有も大切と考える。


